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１．はじめに 

この度は本製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 

ご使用前に本取扱説明書をお読みになり、正しく末永くご愛用くださいますようお願いいたします。 

また本取扱説明書を大切に保管し、すぐに参照できるようにしてください。 

 
⚫ ご使用前に、各部の動作・操作に問題がないか確かめてください。 

⚫ 本製品を本来の目的以外の用途で使用しないでください。 

⚫ スペアパーツは純正品をご使用ください。 

⚫ 本製品のご使用後は、しっかり洗浄・乾燥して保管してください。 

２．製品の特長 

⚫ 薬液を一度ガラスバレル内に充填すると、バレル内の薬液が空になるまで設定した容量で連続的に注射で

きます。 

⚫ 10ml / 25ml / 30ml / 50ml の 4 種類の連続注射器から構成されています。投与したい容量や用途に応じて

お選びいただけます。 

⚫ 本体の素材は金属製（注：部品詳細は３の部品名称を参照）で非常に堅牢な構造です。 

⚫ ガラスバレルやピストンの交換は工具無しで分解可能でメンテナンスが容易です。 

⚫ オートクレーブ滅菌や煮沸消毒が可能です。※本体を分解し、ゴム製ピストンとワッシャーは取り外して

ください。 

⚫ ５基・１０基注射針の接続について 

注射器のニードル接続部分は５先のルアーロック構造になっています（ニードルロックと呼ぶ）。ニード

ルロックはねじ式で本体と接続しているので、簡単に交換可能です。 

５基注射針を接続する場合は、注射針をニードルロックにダイレクトで接続できます。 

１０基注射針を接続する場合は、付属している PTFE 製の 10 先アダプターをニードルロックに装着したの

ち、注射針を接続してください。 
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３．ハウプトナー連続注射器 部品名称について 

 

 

HP16302000 ハウプトナー連続注射器 10ml 10 0.25 - 0.5 - 0.75 - 1 ５先

HP16356000 ハウプトナー連続注射器 25ml 25 0.5 - 1 - 1.5 - 2 - 2.5 ５先

HP16362000 ハウプトナー連続注射器 30ml 30 1 - 2 - 3 - 4 - 5 ５先

HP16392000 ハウプトナー連続注射器 50ml 50 1 - 2 - 3 - 4 - 5 ５先

容量

(mL)

設定容量

(mL)
型番 針基商品名

 

 

 

  注射針は付属しておりません。 

ニードルロック 

ニードルマウント 
バレルカバー ドースセット 

ピストンロッド 

ピストンロッド用ハンドル 

ラチェットセット 

ハンドルロック 

ガラスバレル 

スプリング 

グリップ大 
グリップ小 

10 先アダプター 
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４．使用方法 

【容量設定】 

1. ドースセットを使用して希望する容量を設定します。 

2. ドースセットのつまみを使用して希望する容量に合わせます。 

 

 

 

 

【注射針の取り付け】 

1. 5 基注射針の場合、注射針の針基をニードルロックに直接取り付けることができます。 

2. 10 基注射針の場合、付属している 10 先アダプター（PTFE 製）をニードルロック先端に差し込みます。 

3. そして、10 基注射針をニードルロックに取り付けます。 

 

 

 

 

【薬液の充填】 

1. ピストンロッド用ハンドルを使用して、ピストンの位置を 0 まで押し込みます。 

2. 針先を薬液に入れピストンロッド用ハンドルをゆっくり引きあげて薬液をガラスバレル内に充填してくだ

さい。 

  

ドースセット 

つまみ 

５基注射針は直接接続 10 基注射針は、10 先ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰを装着 針を接続 

ピストンロッド用ハンドル 
ピストン 0 の位置 

ピストンを 0 まで押し込む 

ピストンを引き上げる 
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【注射方法】 

1. グリップを握ると設定した容量の薬液を注射することができます。ガラスバレル内が空になるまで連続し

て注射することができます。 

【簡易洗浄】 

1. ガラスバレル内に薬液が残っていないことを確認してください。 

2. 温水を使用して、何回か充填と注射アクションを繰り返してバレル内部を洗浄します。中性洗剤等を使用

するとよりきれいに洗浄できます。洗剤を使用した場合、しっかり温水などで洗い流してください。 

※ 酸やクエン酸を含むものは使用しないでください。 

【分解洗浄】 

1. ニードルロックをニードルマウントから取り外します。 

2. バレルカバーを持ちハンドル部分からバレルカバーを取り外します。 

 

3. 次にガラスバレル・ワッシャー・ニードルマウント等を取り外します。 

          

 

4. ピストンロッド・ピストン・ワッシャーなどを取り外します。 

 

 

5. 上記の手順でハンドル部分以外が工具なしで分解できます。 

6. 個々の部品を洗浄し、十分乾かした後に組み立ててください。 

バレルカバー 

ハンドル部分 

ニードルロック 

パッキン 

ニードルマウント 

ワッシャー 
バレルカバー 

ガラスバレル 

ロッド用ハンドルを保持しながら回すと 

右のようにピストンロッドが取り出せます 

ここを保持 ピストン 

ピストンロッド内 ピストンロッド外 

ピストンロッド用ハンドル 
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５．本製品のメンテナンス 

本製品の洗浄作業は非常に重要です。洗浄せずに保管すると、バレルやバルブ内に残存した薬液が乾いて固着

し正常に動作しない、または残存した薬液により部品に錆が発生する可能性が高まります。 

ご使用後には分解洗浄をしてください。保管の際には、バレルカバーとハンドルの接続を少し緩めた状態で保

管ください。 

 

6．取り扱い上の注意 

⚫ バレルカバーとガラスバレルの間から薬液が漏れる場合、バレルカバーを強く締めてください。 

⚫ 本体の滅菌処理はされておりません。必要に応じて煮沸消毒やオートクレーブ滅菌を行ってください。 

（注）滅菌処理時には、本体を必ず分解して実施してください。 

⚫ ご使用後は分解洗浄してください。 

（注）洗剤は中性洗剤を使用し、酢やクエン酸を含むものは使用しないでください。 

⚫ 本体の消耗品パーツ交換後や分解洗浄後は、ご使用前に正常に動作するか事前に確認ください。 
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